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電気通信大学　平成19年度シラバス

授業科目名 Academic Reading

英文授業科目名 Academic Reading

開講年度 2007年度 開講年次 ３年次

開講学期 前学期 開講コース・課程 夜間主コース

授業の方法 単位数 2

科目区分 専門科目-学科専門科目-選択科目

開講学科・専攻 人間コミュニケーション学科

担当教官名 奥　浩昭，高橋　裕樹

居室 東1－805（奥），西6-207（高橋）

公開E-Mail 授業関連Webページ

oku@hc.uec.ac.jp http://www.oku.hc.uec.ac.jp/

【主題および達成目標】

　日常英語と科学技術英語（言語学で用いられる英語）の違いを学び，科学技術論文（言語学の論文）の

独特な文章，構成を理解することで，科学技術論文（言語学の論文）を読みこなす力をつけることを目指

す．

　また，目的に合った文献の探し方や読んだ論文をまとめる方法を身に付ける

ことで，卒業論文の作成に役立つ技術を得ることを目標とする．

【前もって履修しておくべき科目】

特になし

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

特になし

【教科書等】

教科書: 特に指定しない． 資料は，講義で配布する．

参考書: 適時，講義で紹介する．
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【授業内容とその進め方】

（前半：奥　後半：高橋　が担当）

　第１回目：オリエンテーション（奥・高橋共参加）

　奥・高橋共担当の最終授業時にプレゼンテーションを行う。その際には、

　両教員が出席する。

 

理解を深めるために，実践的に英語の論文を読み，内容を理解してまとめ，

発表してもらう．

 

科学技術(言語学）論文の書き方

科学技術(言語学）論文の検索方法

科学技術(言語学）英語の特徴

科学技術(言語学）論文の読み方

科学技術(言語学）論文のまとめ方

論文調査プレゼンテーション

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

英語論文を読み，内容を充分に理解するとともに，その論文に対する評価，

自分なりの意見をまとめて発表できることを目安とする．

出席・授業への参加度合い： 50%

プレゼンテーション: 50%

【オフィスアワー：授業相談】

奥：月～金曜の５限：言語自習室（F１０１）にいます。英語学習のアドバイスを

　　行います。

高橋：木 5限

　　　その他，時間に余裕があるときは対応しますので，

　　　声をかけてみてください．

【学生へのメッセージ】

奥：卒業生へのアンケートから紹介します。学生時代に身につけておきたかったこと。

　　　・英語力　・対話力

　　この授業が少しでも役に立ってほしい。

高橋：科学技術論文は，独特な書き方をしますので，最初はとまどうかもしれませんが，

　　　科学技術論文の特徴を理解することで，一般的な文章や英語に比べ，比較的容易に

　　　読解することができるようになりますので頑張ってください．

　　　　不明な点はどんどん質問してください．
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【その他】

　


